
行事予定は追加･変更になることがありま

すので学内掲示等に注意して下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 

日本音楽学校 幼児教育科 学生向情報 

＜＜77～～1100月月のの行行事事予予定定＞＞  

１年生 

７／７(金)     教養講座 

『素晴らしい紙芝居の世界－演じてみよう－』 

17(月)     海の日(休校) 

  22(土)～8/30(水)夏期休暇 

  24(月)～7/27(木)美術セラピー・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 

８／31(木)     授業再開(月曜日代替) 

９／11(月)～15(金) 前期試験 

18(月)     敬老の日(休校) 

19(火)～25(月) 追再試期間 

  23(土)     秋分の日(休校) 

  27(水)     セメスター実習開始(保) 

10／１(日)     開校記念日 

  ２(月)     後期授業開始 

  ９(月)     体育の日(休校) 

 

 

２年生 

７／３(月)     授業再開 

７(金)     教養講座 

『素晴らしい紙芝居の世界－演じてみよう－』 

17(月)     海の日(休校) 

22(土)～8/30(水)夏期休暇 

24(月)～7/27(木)美術セラピー・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ     

24(月)～8/3(木) 施設実習(保幼) 

24(月)～8/4(金) 児童館実習(保) 

８／31(木)     授業再開(月曜日代替) 

９／11(月)&19(火)～22(金) 前期試験 

18(月)     敬老の日(休校) 

  23(土)     秋分の日(休校) 

  25(月)～29(金) 追再試期間 

10／１(日)     開校記念日 

  ２(月)     後期授業開始 

  ９(月)     体育の日(休校)

≪８月１２日(土)～８月２０日(日)は事務局閉鎖となります ≫ 
 
 

夏 休 み の 過 ご し 方              専 任 教 員  富 岡 麻 由 子  

 

始まると、あっという間に明けてしまい、

「もう 9 月じゃないか！」と嘆いてしまう、

待ちに待った夏休みが近づいています。皆さ

んはどのように過ごすのでしょうか。もうい

ろいろな計画を立てている人もいることと思

います。 
自分の学生時代を思い出して、今さらながら

思うことは、夏休みは「まとまった時間」で

あり、「すばらしく自由な時間」だということ

です。ですから、どんなことでもかまわない

と思います。この期間だからできる何かに、

じっくりと腰をすえて取り組んでほしいと思

います。「2006 年の夏はこんなことをした」

と、あとで思い出せるようなことです。それ

がなかなか普段できないことだと、楽しさも

充実感も大きくなるのではないでしょうか。 
どんなことでもかまわないと言いつつも、

自分が就きたいと思う職場で、アルバイトや

ボランティアをすることには、ぜひ積極的に

取り組んでほしいと思います。そこで得た人

とのつながりから進路が決まっていくことも

あります。連続した時間のなかで、考え、力

をつけていくことができる絶好の機会です。 
のんびりしたり、海にいったり、遠くに旅

行をしたり、遊びの時間として夏を満喫する

ことも、とても大切です。いいリ

フレッシュをして、9 月からシャ

キッと学校生活を始めたいです

ね。 
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       平成１８年度 ＴＡ(Teaching Assistant)紹介       

 

ＴＡとは大学等を卒業した人、社会人の経験のあ

る人などに授業の補佐をしていただく制度です。授

業が活性化すると同時に学生の教育・社会経験な

どを活用することを目的としています。１年生のＴＡ

の中から年間を通じて顕著に活躍した学生１０名を

表彰し、２年進級時に授業料を 1 割免除するという

特典もあります。 

< 保  １ > 櫻井彩加  富田樹     舟木大地 

<保幼１Ａ> 石田和之  大友新太郎  加藤祐介  

   金田勇作  河井範雄    菊池加恵  

 近藤啓子 

<保幼１Ｂ> 田島裕介       積田栄       野﨑孝高  

 森中真奈美  結城智司 

< 保  ２ > 長谷川忠宏  女池明子    山口輝将 

<保幼２Ａ> 池田直弘       伊藤亜耶  上村奈菜   

     川﨑喜朗     川田雄一    川本周平   

  北原舞       久保良子 

<保幼２Ｂ> 小林武留    佐越直人  鈴木陽介   

    冨田ひかり   

<保幼２Ｃ> 兵藤悠一    藤井知子  若林敦子 

 

       
  

～ A message from Australia ～ 
 

  ５月末に行われた海外幼児教育研修旅行の説明

会には３０名以上の方が参加しました。みなさんの

意欲に応えるべく、小林校長は旅行業者との費用

の交渉、現地のコーディネーターや先生方とのプロ

グラムの打ち合わせを早速開始しました。 

 ３月までまだまだと思っていても、あっという間に過

ぎてしまうのが時間です。参加者が決まったら、グ

ループごとにプレゼンテーションの練習が始まりま

す。英語がうまく話せなくても、このプレゼンテーショ

ンが現地の園児たちとの交流のきっかけとなるので

す。さぁ、参加者の方をみんなで応援しましょう！ 
 

  スケジュールは以下の通りです。 

6 月 30 日(金)  ○済 第 3 回説明会（旅行業者からの

           説明を含む）。 

            現在の希望者：約 30 名 

７月 21 日(金)  第 1 次申し込み締め切り  

        ＊最終締め切りは 9 月の予定 

3 月 10 日(土)  海外研修旅行実施 

 ～ 3 月 16 日(金)  
 

 さて、オーストラリア幼児教育研修旅行で毎年お世

話になっている現地スタッフ、Elizabeth Tan 園長先

生から、日音のみなさんにメッセージが届きました。

海外研修旅行に参加する方はもちろん、しない方も、

ぜひここでオーストラリア人のおおらかな人柄にふ

れてください。 

 

 

日音の学生のみなさんへ 

 

 まぁ、もう 6 月ですね。時がたつ

のは本当に早いものです。もう

半年が過ぎてしまいました。そう

いえば今年の 3 月は、皆さんはオーストラリア研修

にいらっしゃらなかったのですよね。みなさんいか

がお過ごしですか。 

 

 さて、みなさんの訪問はいつでも大歓迎です。私た

ちの系列園は、Pymble にもセンターがあります。そ

こには 4 歳児が通っています。ここオーストラリアの

ニュー・サウス・ウェールズ州では、5 歳児から正式

な学校教育がスタートし、幼稚園に通うことになっ

ています。たしかみなさんはそのセンターに行った

ことがありませんでしたよね。新しい場所を訪れた

いのであれば、そちらの訪問もぜひどうぞ。 

 

 みなさまどうぞお元気で。お会いするのを楽しみに

しています。 

 

Elizabeth Tan 

 


